私の 本名 は炳五 (ヘイ ゴ) という。 男 兄弟の 五 人目 

だから 五の 字が ついて るが、 炳は アキラ 力と いうよう 

な 意味の ほかに これ 一 字で ヒ ノエ ゥマを 表して いる 字 

でも ある。 また、 ヘイ ゴ という 音はヒ ノエ ゥ マの 丙午 

に 通じても おって、 ヒ ノエ ゥマづ くしの ような 名前 だ- 

戸籍の 半分 を 名前が 表して るから 便利で も あるが、 齢 

がご まかせな いような 不便 も ある。 甚だしく 手の こん 

だ 名前 だから、 親父に とって は 苦心の 作で、 あるいは 

名作と 自負して いたの かも 知れない が、 子供に とって 

は 困った 名前であった。 

私の 生れた 新 潟で は寸 をつ めて 名前 をよ ぶ 癖が あつ 



て、 ヘイ ゴ をへ ゴ とよぶ。 敬称の サン を 略して 「へゴ 

サ」 とよぶ ので ある。 音が よくない。 いかにも 臭そう 

だ。 それに 新 潟で は 弱虫 をへ ゴ タレと 呼ぶ から 益々 よ 

くない。 南洋の 植物に へゴ マル ハチと いうの があって 

^ J れが 読本に でて くると、 同級生 の 奴ら はゲ ラゲ ラ 

キヤ アキ ャァ 大喜びで 鳴り やまない から、 こういう 時 

に は 笑う 奴 を セン メッ したくな つた ものである。 近所 

の 魚屋に 「マ ゴサ」 とよ ばれて る 店が あつたが、 私と 

はへ と マの ちがいで 音 全体と しても いかにも 人に 笑わ 

れ そうな 名で あるから、 子供心に 大 そう 親近感 をいだ 

いていた の を 忘れない。 



て も 早晩の 消滅 を 期待す る こと は 不可能 だ。 すべて 迷 

信の 消滅 はこれ を 期待し ない 方が よい。 そしてた だ 

銘々 の 教養 や 勇気 や 楽天 性に よ つ て 自分が その 受難 者 

たる こと を 避ける ように 心掛ける のが 何よりであろう _ 
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